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編  修  趣  意  書  

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

102-182 高等学校 理科 化学基礎  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

104・数研 化基・710 新編 化学基礎 

 

１．編修の基本方針                                              
本書は，教育基本法第２条に示す教育の目標を達成し，現代社会の基盤となる化学の基礎を確実に身

に付けるとともに，科学的に探究する力を養うことができるよう，以下の点を編修の基本方針とした。 
 
① 化学の基本的な概念や原理・法則が，いたずらに羅列的・暗記的にならないように，豊富な実例を体系
的に整理して取り扱った。図や写真を豊富に取り入れ，複雑な内容はモデル化し，視覚によって原理や法
則を興味深く学習できるようにした。 

 
② 日常生活に関連した身近な題材を多く扱い，生徒が興味・関心をもって主体的に学習に取り組むこと
ができるような構成とした。 

 
③ 科学的な見方・考え方をはたらかせながら，見通しをもって実験を行い，結果を考察することを通じて，
科学的な思考力や，問題解決のために必要な能力を養えるようにした。 

 
④ 科学技術の発展，および自然環境との関わりについて適切な知識を提供することで，科学的に判断す
る能力を身に付けられるようにし，持続可能な社会の形成に参画する態度が養えるように配慮した。 

 
⑤ 我が国の科学研究の功績についてとり上げ，自国の文化を尊重するとともに，国際社会の発展に寄与
する態度を養う契機となるようにした。 

 

２．対照表                                                     
 

図書の構成･内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

前見返し・巻頭特集など 
・113 番元素の発見やリチウムイオン電池の開発に日本の
科学者が関係していることを扱った（第 5 号）。 

前 1， 
巻頭 H 

 ・書籍の冒頭で「化学」が「他教科」や「日常生活」とつなが
っていることを紹介し，化学が身近な学問であることや化学
を学習する意義を理解したうえで学習を行えるようにした
（第 2 号）。 

巻頭 A～H， 
p.3 
 
 

序章 化学の特徴 

 

 

・探究の進め方や化学の見方・考え方，実験の基本操作など
を説明し，真理を求める態度を養うきっかけになるようにした
（第 1 号）。 
・探究のテーマに身近なものを取り上げることで，日常生活と
化学との関連を意識させるようにした（第 2 号）。 

p.4～15 
（本書類 p.3－A） 

 
 
 

第１編 

物質の構成と化学結合 

・各節の冒頭では，問いかけと目標を掲載することで，主体的
に考えることを意識させ，見通しをもって学べるようにした
（第 2 号）。 

p.19 など 
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・身近で行われている物質の分離の例を取り上げ，化学と日
常生活との関連が実感できるようにした（第 2 号）。 

p.20，21 
 

 
・イオンからなる物質の性質を調べる実験を行い，電気の通し
やすさと沈殿の生成との関係を見いだす過程を通じて，真理
を求める態度を養えるようにした（第 1 号）。 

p.56 
 
 

 
・カーボンナノチューブの発見に日本の科学者が関係してい
ることを扱った（第 5 号）。 

p.71 
 

 ・さまざまな物質とその利用例を豊富に取り上げ，化学が生
活と密接に関連していることが実感できるようにした（第 2
号）。 

p.56，66～67，
69，74 

（本書類 p.5－D） 

第２編 物質の変化 

 
・化学反応における反応物・生成物の量的関係を調べる実
験を行い，化学反応式との関係を見いだす過程を通じて，
真理を求める態度を養えるようにした（第 1 号）。 

p.101～102 
（本資料 p.3－B） 

 

 
・身のまわりの酸・塩基の例，身のまわりの物質の pH，台所
にある塩などの例を取りあげることで，化学と日常生活との
関連が実感できるようにした（第 2 号）。 

p.112～113，
120，123 

 

 ・酸性雨や太陽電池を扱うことで，環境への意識を高めると
ともに，それらの理解と解決に化学が関係していることに気
づけるように配慮した（第 4 号）。 

p.121，150 
 
 

終章 化学が拓く世界 ・学習内容が身近な「浄水場」，「食品保存」，「化粧品」に
おける技術と深く関連していることを紹介して，学習したこと
をいかして社会の発展に寄与する態度を養えるようにした
（第 2 号，第 3 号）。 

p.161～169 
（本書類 p.4－C） 

 
 

 ・世界の飲み水事情を紹介することで，持続可能な社会を実
現するための態度や，国際社会の発展に寄与する態度を養
えるようにした（第 5 号）。 

p.163 
（本書類 p.4－C） 

 

 ・プラスチックの必要性・環境への影響を紹介することで，持
続可能な社会を実現するための姿勢を養えるようにした（第
3 号，第 4 号）。 

p.167 
（本書類 p.4－C） 

 

資料編 ・日常会話から生まれた疑問をきっかけに実験に取り組むと
いう形式を通して，主体的な学びを意識させるようにした
（第 1 号）。 

p.176～181 
 
 

 ・残留塩素濃度や COD（化学的酸素要求量）の測定を通じ
て，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養えるよ
うにした（第 4 号）。 

p.181 
 
 

巻末特集・後見返し 
・化学基礎で登場する物質の写真や性質を掲載することで，
化学が物質を探究する学問であることを意識できるように
配慮するとともに，さまざまな物質に関する知識を得られるよ
うにした（第１号）。 

巻末J～P， 
後1～後2 
（本書類 p.5－D） 
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●A 探究の進め方や化学の見方・考え方などを紹介し，真理を求める態度を養えるようにした。 

   ▼p.4～5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●B 実験を通じて，真理を求める態度を養えるようにした。 

   ▼p.101～102 
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●C 「社会の発展に寄与する態度」，「持続可能な社会を実現するための態度」，「国際社会の発展に寄与す
る態度」を養えるようにした。 

   ▼p.161～162 

   

 

   ▼p.163                                     ▼p.167 
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●D 物質に関する知識を得られるようにしつつ，化学と日常生活との関連が実感できるようにした。 

   ▼巻末 J                                       ▼p.74 

   

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色                      

学校教育法第 51条に示された高等学校教育の目標を達成できるよう，以下のような点に配慮した。 

・各章の冒頭に，中学校までで学んだ学習内容を「復習 Review」としてていねいにまとめ，「化学基礎」の
学習にスムーズに入れるよう配慮した（学校教育法 第 51条 第 1号）。 

・化学の理解に必要不可欠な高校数学の知識「指数」を，初めて必要とする箇所（p.37）と巻末（p.182）
でていねいに解説し，「化学基礎」の学習を円滑に進められるよう配慮した（学校教育法 第 51 条 第
1号）。 

・「化学が拓く世界」では，化学の知識をいかした職業に就いている人の声を紹介し，将来の進路について
考える一助となるようにした（学校教育法第 51条 第 2号）。 
また，プラスチックの必要性・環境への影響を紹介したコラム（p.167）や世界の安全な飲み水に関する
コラム（p.163）では，科学技術の発展が社会にもたらしたプラスの側面ばかりでなく，マイナスの側面に
ついても取り上げ，私たちが今後直面する環境問題やエネルギー問題といった社会的課題に対して，適
切な理解，および健全な批判が可能となるよう配慮した。加えて，このような社会的課題の解決に向けて
主体的に考え，さらなる社会の発展に貢献できる資質・能力を育成できるよう配慮した（学校教育法第
51条 第 3号）。 

  



1 

 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

102-182 高等学校 理科 化学基礎  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

104・数研 化基・710 新編 化学基礎 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色                                  

I．教科書の特色 

● 「視覚的なわかりやすさ」と「ていねいな記述」を大切にし，要点が整理された紙面構成とすることで，
化学の基本的な概念や原理・法則を確実に身に付けられるようにした。 

● 科学的な見方・考え方をはたらかせながら，見通しをもって実験を行い，結果を考察できるよう配慮し，
科学的な思考力・判断力を養えるようにした。 

● 節タイトルの下に，「問いかけ＋学習目標」についての短文を掲載することで，目的意識をもって主体的
に学習を始められるようにした。また，節末の「学んだことを説明してみよう」では，学習内容を振り返り，
自分の言葉で説明する機会を設け，表現力を養えるようにした。 

● 理解の定着のために有効な問題演習を豊富に扱った。また，学習した内容を活用させる問題も扱い，
思考力を養えるようにした。 

● 学習指導要領をこえる内容についても，必要に応じて「発展」で補い，体系的に学習を進められるよう
に配慮した。 

 
 
Ⅱ．教科書の構成 

●巻頭特集（A～H） 
・「化学」が「他教科」や「日常生活」とつながっていることを紹介し，化学が身近な学問であることや化学
を学習する意義を理解したうえで学習を行えるようにした。 

 
▼巻頭 A～B 
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●章はじめ 
・各章のはじめでは，その章の学習内容が身のまわりの物事とどのように関わっているのかを紹介し，生徒
の興味・関心を喚起するようにした。 さらに，「復習 Review」として，その章に関連した中学校までの学
習内容をまとめ，「化学基礎」の学習にスムーズに入れるようにした。 

 
▼p.18 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●節はじめの「学習目標」・節末の「学んだことを説明してみよう」 
・節はじめ（節タイトルの下）に，「問いかけ＋学習目標」を掲載し，生徒の興味・関心をひくとともに，学習の
到達点を明示することで，目的意識をもって主体的に学習を始められるようにした。 
 
▼p.19 

 
 
 
 
 
 

 
・節末には，学習内容を自分の言葉で説明する機会「学んだことを説明してみよう」を設け，化学の概念を
正しく理解できているか確認することができるようにした。また，言葉で説明することにより，表現力を養う
ことができるようにした。 

 
▼p.25 

 
 
 
 
 

 
●イラスト 
・間違えやすい漢字や混乱しやすい内容などをイラストを交えて補足し，生徒の理解をサポートした。 
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●学習内容の整理（「節末チェック」，「重要事項のまとめ」） 
・各節の最後に，その節で学んだ大事な用語をまとめて掲載し，その節で登場した用語を確実に覚えた上
で次節に進めるようにした。 
・要所要所で，そこまでに学習した内容をまとめるページ「重要事項のまとめ」を設け，複数の要素を比較し
ながら整理できるように編集した。 

 
▼p.25                                      ▼p.49 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●グラフを読みとく 
・典型的なグラフを取り上げ，そのグラフを見るときのポイントと，そこから読み取れる情報を整理した。 
 
▼p.33                                    ▼p.48 
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●問題（問・例題・類題・章末問題・思考問題・計算の基礎チェック） 
・学習段階に応じた問題を適所に配置し，「理解度」や「知識の活用ができるか」の確認が行えるようにし
た。 
・「例題」では，その問題を解くための指針を示し，取り組みやすくした。また，例題を参考にして解く「類題」
をセットで入れた。さらに，「例題」には，解き方をていねいに説明したデジタルコンテンツ「例題解説」も用
意し，生徒の自主的な学習の助けになるようにした。 
・巻末で，化学基礎での学習内容をもとに，思考力をはたらかせながら考察する「思考問題」を扱った。 
・教科書中の問題類の解答と詳しい解説を巻末に掲載し，自学が行いやすいようにした。 
 
▼p.103                                   ▼p.172 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
▼p.1７０                                   ▼p.1８７ 
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●表現上・製本上の工夫 
・用紙は，丈夫で薄く軽いものを用い，生徒の日々の持ち運びに負担がかからないよう配慮した。 
・図版の色使いにはカラーユニバーサルデザインに配慮するとともに，本文などの文字には見やすく読み間
違えしにくいユニバーサルデザインフォントを採用した。 

 
●デジタルコンテンツ 
・学習内容に関連した実験映像，アニメーションなどが利用できるようにした。
該当箇所に示した「Link」アイコンを目印として，見開きに掲載している二次
元コードなどから容易にアクセスできるようにし，生徒が自主的に学習に取り
組めるよう配慮した。 

 
 

２．対照表                                                    

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

序章 化学の特徴 
（1）ア（ア）㋐化学の特徴 
（1）イ 

p.4～15 3 

第１編 物質の構成と化学結合 

第１章 物質の構成 

（1）ア（ア） 
㋑物質の分離・精製 
㋒単体と化合物 
㋓熱運動と物質の三態 

（1）イ 

p.18～35 10 

第２章 物質の構成粒子 

（2）ア（ア） 
㋐原子の構造 
㋑電子配置と周期表 

（2）イ 

p.36～51 6 

第３章 粒子の結合 

（2）ア（イ） 
㋐イオンとイオン結合 
㋑分子と共有結合 
㋓金属と金属結合 

（2）イ 

p.52～79 13 

第２編 物質の変化 

第１章 物質量と化学反応式 

（3）ア（ア） 
㋐物質量 
㋑化学反応式 

（3）イ 

p.82～110 11 

第２章 酸と塩基の反応 
（3）ア（イ） 

㋐酸・塩基と中和 
（3）イ 

p.111～134 10 

第3章 酸化還元反応 
（3）ア（イ） 

㋑酸化と還元 
（3）イ 

p.135～160 11 

終章 化学が拓く世界 
（3）ア（ウ） 

㋐化学が拓く世界 
p.161～169 6 

 
 計 70 
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編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

102-182 高等学校 理科 化学基礎  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

104・数研 化基・710 新編 化学基礎 

 

ページ 記 述 類型 関連する学習指導要領の内容
や内容の取扱いに示す事項 

ページ
数 

 

p.31 

 

p.31 

 

p.62 

 

p.66～67 

 

 

p.75 

 

p.121 

 

p.124 

 

p.152 

 

p.153 

 

p.155 

 

p.156～159 

 

p.185 

 

絶対零度 

 

状態変化に必要なエネルギー  

 

錯イオンの名称と化学式  

 

分子間にはたらく力 

 

 

金属の結晶格子 

 

水のイオン積 

 

塩の加水分解 

 

鉛蓄電池の構造と反応  

 

燃料電池の構造と反応  

 

銅・アルミニウムの製錬の反応  

 

電気分解 

 

錯イオンの化学式と名称  

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

（1）ア（ア）㋓ 
 

（1）ア（ア）㋓ 
 

（2）ア（イ）㋑ 

 

（1）ア（ア）㋓ 
（2）ア（イ）㋑ 

 

（2）ア（イ）㋒ 

 

（3）ア（イ）㋐ 

 

（3）ア（イ）㋐ 

 

（3）ア（イ）㋑ 

 

（3）ア（イ）㋑ 

 

（3）ア（イ）㋑ 

 

（3）ア（イ）㋑ 

 

（2）ア（イ）㋑ 

 

0.25 

 

0.25 

 

0.25 

 

1.5 

 

 

0.75 

 

0.5 

 

0.5 

 

0.75 

 

0.5 

 

0.75 

 

4 

 

0.25 

    合 計 10.25 

 

 （「類型」欄の分類について） 

  １…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年

等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

  ２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 

 


